Solar V Glass の安全性について

Solar V Glass（ソーラーＶグラス）はＣＥ認定（保護具指令89/686/EEC）を取得しています。
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（認定書コピー）

　認定書には以下の内容の記載があります。（一部和訳参照）
　　証明書番号：CPC11/031865

評価の結論

　　 　当該機器の技術的組み立てファイルと製造、検査、テスト工程は、ＥＵの保護具指令
89/686/EEC及び適用されるべく基準・規格への必要安全要求を満たすことを確証する。
　　
CEマーキングとは、欧州連合地域に販売される、指定の製品に貼付を義務付けられる基準適合マークのことで、「EU指令」の必要安全要求事項に適合したことを示します。

ソーラーＶグラスは、眼を保護する機能が備わっているか、皮膚に刺激を与えない素材でできているか、眼の保護部とその枠組みがしっかりと完成されているか、紫外線放射に対する耐性、耐腐食性、耐発火性、高速微粒子に対する保護効果、水しぶき水滴への耐性、プラズマ屈折力、透過率の測定等々について、欧州基準のEN166:2002,EN167:2002（光学機器、ゴーグル、メガネに関する仕様、また眼に対する健康と安全性試験方法）に基づいて評価いたしました。日本には、太陽観測用フィルターに関しての安全性基準はありません。世界中でもこのCEマークが太陽観測用器具に関する安全性に関して最も広く採用されています。

EN167:2002の基準：可視光線透過率　（％）   　0.003を超えないこと
　　　　　　　　 　 紫外線透過率　  （％）   　0.003を超えないこと
　　　　　　　　 　 近赤外領域      （％）   　0.027を超えないこと　

Mr.B. R. Chou の文献参考　
日本では2009年に天文教育普及研究会の太陽フィルター測定チームが発表した文献によると、「安全な太陽観察のための遮光性については、可視領域で0.003％以下、近赤外領域で0.5％以下を安全の目安にした」（一部抜粋）。　CE認定はこの数値をクリアしています。
参考）フィルターメーカーからのデータ　　　　　　　　　　　　　　　　　

日射透過率　　（％）　　　　0.001　　　　　　

可視光線透過率（％）　　　　0.001　　　　　　        フィルター製造者

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　            Solar Gard Specialty Films

              　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　※　幼児に対する安全性については日本食品安全検査を合格しています。
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